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第22回北海道技術ビジネス交流会が昨年の11月13日、14日にアクセス
サッポロで開催され、盛況のうちに無事終了しました。
お蔭様で、当社ブースにも多くの方々にご来場頂き、展示製品に興味を
持って頂くことができました。
今回は以下のバナー広告の通り、今春完成予定の衛星通信データ伝送装
置（DOC-2000）をメインに展示しました。なお、本装置には入出力機能を
標準装備しているため、地上通信網未整備地からの各種情報が衛星通信を
使用して手軽で、かつ安価に遠隔監視できる装置となっています。

このたび北海道電力㈱殿のご高配により、6kV N形配電盤（ディジタル
配変保護継電装置）開発の機会を頂き、昨年に初号機を納入させて頂く
事が出来ました。
過去には、トランジスタ形継電器を使用して継電器組
込タイプの6kVキュービクルとして納入させて頂いてお
りましたが、継電器が廃形となるなど、このキュービク
ルのご提供の継続が困難な状況にありました。そのよう
な状況の中、地場活性化の機運も高まり、当社で開発さ
せて頂き平成20年の本装置納入にこぎつけたものです。
当社では今後も製作可能な製品の開発に努め、身近な電
制としてお客さまの期待に沿えるよう良い製品づくりを
進めて参ります。

6kV N形配電盤のご紹介

33kV屋外キュービクル（一体型アルミハウジング式開閉設備）【写真1】
は、風力発電設備や太陽光発電設備から電力会社への系統連系、33kV送電
線から受電して配電用変圧器への接続を行う開閉設備、変圧器から33kVへ
降圧した電力を送電線路に分配する機能を持つ設備等様々な電力系統に柔軟
に対応が可能です。一体型アルミハウジングには、33kV母線・遮断器・計
器用変成器・制御保護に必要な配電盤が組み込まれており、本キュービクル

の導入により一体型オールインワンの
効果として現地工事期間の大幅短縮に
大きく貢献することが出来ます。（写
真2は本体を2分割して輸送据付を行
った例。現地での据付はわずか1日）

〈導入効果〉
現地作業量大幅低減とスピードアップ
・主要機器個別調達と比較して、オー
ルインワン（一括発注）の為、施工

（2） と ら い 第62号　　平成21年1月1日　発行

汎用テレメータ 今春発売予定
当社は、北海道電力㈱殿のご高配により、CDT型・HDLC型・制御盤一体形
といった遠隔制御装置の開発を行い、ご採用頂いております。このように永年蓄
積してきた情報通信技術を応用し、小型・低価格・汎用性・信頼性を追及した
汎用テレメータを今春発売予定です。電源・CPU・モデム・入出力ユニットな
ど、各機能部位を独立したユニット単位で構成し基本収納ラックに実装します。
従って、必要な機能ユニットを選択することにより低価格なシステムとして構成
することができます。今後もより多くの仕様に対応できる各ユニットを順次ライ
ンナップしていく予定でおります。

新年明けましておめでとうございます。
昨年、私事ではありますが、一時他部署で2ヵ月間勤務しました。
何年も図面上の2次元で見ていたものが、現物の3次元のものとしてとらえる事が出来、
とても貴重な経験でした。長く一つの所に留まることでは見方・考え方が凝り固まってし
まい全体から物事を見る事が出来なくなる事を実感しました （N）

発行所：（株）電制　編集局　TEL 011-380-2113

編 集 後 記

砥山発電所ほか、保守支援装置　受注

北海道電力㈱殿より、砥山発電所他、水力発電所保守支援装置を受注致しまし
た。現在現地調整作業中ですが、今後は豊平川水系にある藻岩発電所、豊平峡発電
所、定山渓発電所、小樽内発電所にも順次納入していく予定です。
当社は、他社に先駆け従来から保守支援装置を北海道電力㈱殿へ納入してきてい
ますが、今回はネットワークカメラによる現場映像モニター、写真や文書ファイルな
ど、任意の電子データが保守支援装置によって発電所と事務所でやり取りできる等、
既に構築していた装置のIPネットワーク化を活用した機能アップを図っております。
今後も水力発電所の保守をより強力に支援できるよう、「現場の声」を頂きながら
保守支援装置を発展させて参りたいと考えております。

当社は、道内唯一のダム管理システムメーカーと
して北海道電力㈱殿のダム施設である豊平川水系を
始め、道内5水系に納入させて頂いております。そ
の実績のもと、当社では2007年に社内プロジェク
トを立ち上げ、北海道電力㈱殿との意見交換会など
を行わせて頂きながら次世代向けのダム管理システ
ムの検討を進めていますので、乞うご期待下さい。

一昨年の遠方監視制御装置に引き続き、昨年も北海道電力㈱札幌統括電力センタ
ー殿の関係者にご参加頂き、保護リレー盤を対象とした講習会を弊社にて開催しま
した。66kV送電線保護リレー盤と昨年開発した6kV N形配電盤を対象に、主に装
置概要と波形解析システムなどを含めた操作取扱いについて実習形式にて受講頂き
ました。滝川テク
ニカルセンター殿
での講習会（弊社
より講師派遣）も
含め、今後ともお
客様のニーズに合
わせ、より内容の
充実した講習会に
すべく取り組んで
いく所存です。

装置外観

管理業務が大幅に低減。
・オールインワン構造の為、開閉器
類や配電盤の装置間ケーブル工
事・受入試験・総合試験は工場
内で実施し現地へ輸送。現地作業
量の大幅低減とスピードアップが
可能。
耐環境性能の向上（安全かつ長期的
な運転を維持）
・全機器をハウジング内に収納の為、
充電部露出は最小限。塩害・風雪害・鳥獣害に対して安全な設備である。
・断熱性能の高い硬質ウレタンパネルを採用し高気密高断熱により結露を
防止。また構造上外部と内部の熱伝達経路を極力形成させない構造の
為、冬季間屋根融水による氷柱障害が防止出来る。

今後も、一体型アルミハウジング式開閉設備として工期短縮や施工性
と保守性効果を十分発揮し、安全かつ長期的な運転を維持できる設備を
ご提案していきたいと考えております。
最後に、本キュービクル納入に際し多方面にわたり指導して頂いた北海
道電力㈱の関係者様に深く御礼申し上げます。

写真2－本体据付風景

写真1－全体風景

33kV屋外キュービクルのご紹介
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